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そ
の
牛
耳
を
と
っ
た
。

文
学
部
は
高
村
豊
周
が
卒
業
し
た
頃
か
ら
さ
び
れ
、

一
時
期
詩
文
会

六
年
大
村
西
崖
の
慾
通
に
よ
り
日
本
画
科
生
徒
が
中
心
に
な
っ
て
創
設
し
た
漢
詩
・
漢

文
の
研
究
会
）
の
活
動
が
あ
っ
た
も
の
の
、
昔
日
の
悌
は
失
わ
れ
た
。
大
正
九
年

に
至
っ
て
文
芸
部
と
改
称
さ
れ
、
再
度
復
活
が
図
ら
れ
る
。

東
京
勧
業
博
覧
会

明
治
四
十
年
三
月
二
十
日
か
ら
同
年
七
月
三
十
一
日
に
か
け
て
上
野
公
園
内

に
設
け
ら
れ
た
三
つ
の
会
場
で
東
京
府
主
催
の
勧
業
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。

出
品
部
門
は
十
九
部
に
分
か
れ
、
第
一
部
が
教
育

・
学
芸
、
第
二
部
が
美
術

（
絵
画
、
彫
刻
、
美
術
工
芸
）
、
第
三
部
が
図
案
画
で
あ
っ
た
。
本
校
で
は
正
木
直

彦
校
長
が
美
術
お
よ
び
美
術
工
芸
部
の
審
査
部
長
に
任
命
さ
れ
た
の
を
は
じ
め

と
し
て
多
く
の
教
官
が
審
査
員
と
な
り
、
学
校
と
し
て
は
第
一
部
へ
成
績
品
を

出
品
し
、
教
官
、

卒
業
生
、
生
徒
ら
は
個
々
に
第
二
部
へ
出
品
し
た
。
ま
た
、

学
校
の
依
嘱
製
作
事
業
の
一
環
と
し
て
会
場
装
飾
用
彫
刻
の
製
作
に
あ
た
り
、

積
極
的
に
協
力
し
た
（
組
、

369
頁
記
事
参
照
）
。

美
術
の
部
門
は
、
東
京
府
主
催
の
博
覧
会
で
あ
っ
た
た
め
に
東
京
在
住
者
の

（
大
正

照
）
と
い
う
出
入
り
自
由
な
座
談
会
が
で
き
、
柳
虹
は
広
島
晃
甫
ら
と
と
も
に

以
上
の
外
に
文
筆
に
秀
で
た
生
徒
は
多
々
あ
っ
た
が
、
そ
の
な
か
の
一
人
を

あ
げ
る
と
す
れ
ば
田
辺
孝
次
で
あ
る
。
彼
は
柳
虹
と
同
期
の
彫
刻
科
生
徒
で
、

岩
村
透
に
文
オ
を
買
わ
れ
て
『
美
術
新
報
』
記
者
、

『
美
術
週
報
』
編
集
主
任

と
な
っ
た
。
校
友
会
月
報
に
も
実
名
な
い
し
「
た

・
か
生
」
の
筆
名
で
散
文
、

詩
、
戯
曲
、
展
覧
会
評
な
ど
を
頻
り
に
寄
稿
し
て
い
る
。
彼
も
ま
た
文
学
部
の

立
役
者
の
一
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

出
品
が
大
半
を
占
め
、
ま
た
、
五
浦
移
転
後
日
の
浅
い
日
本
美
術
院
の
面
々
は

出
品
せ
ず
、
彫
刻
の
部
門
で
北
村
四
海
が
擬
賞
に
対
す
る
不
満
か
ら
自
作
の
大

理
石
像
「
霞
」
を
破
壊
す
る
と
い
う
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
事
件
が
起
こ
っ
た

り
し
た
が
、
出
品
は
盛
況
で
、
川
合
玉
堂
の
「
二
日
月
」
（
一
等
買
一
席
）
を
は

じ
め
、
岡
田
三
郎
助
の

「某
婦
人
の
肖
像
」
、
和
田
英
作
の
「
斜
陽
」
、
中
村
不

折
の
「
建
国
荊
業
」
等
々
の
話
題
作
が
注
目
を
集
め
た
。
青
木
繁
の
「
わ
だ
っ

み
の
い
ろ
こ
の
宮
」
が
出
品
さ
れ
た
の
も
こ
の
と
き
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
三

等
賞
末
席
に
終
っ
た
。

本
校
関
係
者
の
出
品
を
見
る
と
、
日
本
画
で
は
教
授
荒
木
寛
畝
が
得
意
の
花

鳥
画
「
孔
雀
」
を
出
品
し
、
同
寺
崎
広
業
は
「
王
摩
詰
」
、
同
川
端
玉
章
は
「
富

士」
、
助
教
授
結
城
素
明
は
「
蝦
墓
仙
人
」
を
出
品
。
卒
業
生
で
は
本
多
天
城

（
佑
輔
。
二
十
六
年
卒
）
、
渡
辺
香
涯
（
啓
三
。
三
十
年
卒
）
、
渡
辺
莱
渚
（
吉
太
郎
。
三

十
四
年
卒
）
、
前
波
鶴
年
（
覚
次
郎
。
同
）
、
平
田
松
堂
（
栄
二
。
三
十
九
年
卒
）
、
乎

木
清
光
（
弥
一
郎
。
同
）
、
水
上
泰
生
（
同
。
研
究
科
）
等
が
、
ま
た
、
在
校
生
で
は

桐
谷
洗
鱗
（
長
之
助
。
卒
業
期
生
）
、
武
藤
直
信
（
四
年
生
）
等
が
出
品
し
て
い
る
。

西
洋
画
で
は
教
授
岡
田
三
郎
助
、
同
和
田
英
作
が
前
記
の
作
を
、
助
教
授
小
林

万
吾
は
「
静
」、
同
長
原
孝
太
郎
は
「
停
車
場
の
夜
」
を
出
品
。
卒
業
生
で
は

山
本
森
之
助
（
三
十
二
年
卒
）
、
中
沢
弘
光
（
三
十
三
年
卒
）
、
椎
塚
修
房
（
同
）
、
萩

生
田
文
太
郎
（
同
）
、
青
木
繁
（
三
十
七
年
卒
）
、
橋
本
邦
助
（
三
十
六
年
卒
。
研
究

科）
、
児
島
虎
次
郎
（
三
十
七
年
卒
。
研
究
科
）
等
が
、
在
校
生
で
は
渡
辺
省
三
（
卒

業
期
生
）
、
青
山
熊
次
（
四
年
生
）
、
紺
野
三
郎
（
三
年
生
）
、
九
里
四
郎
（
同
）
ら
の
出

品
が
あ
っ
た
。
彫
刻
で
は
教
授
高
村
光
雲
の
「
木
彫
像
郭
子
儀
」
、
同
石
川
光

明
の
「
木
彫
群
羊
扁
額
」
、
同
白
井
雨
山
の
「
乾
漆
像
力
士
狂
鼎
」
、
同
竹
内
久

「
木
彫
観
世
音
立
像
」
、
助
教
授
黒
岩
淡
哉
「
石
背
像
婦
蛾
」
、
同
水
谷
佳
園
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「
石
脅
像
乙
女
」
、
雇
教
員
沼
田
一
雅
「
鋳
銅
獅
子
」
等
の
出
品
が
あ
り
、
卒

業
生
で
は
山
田
政
治
（
三
十
二
年
卒
）
、
長
愛
之
（
同
）
、
山
崎
和
油
（
巳
之
助
。――
―

十
四
年
卒
）
、
青
木
外
吉
（
同
）
、
毛
利
教
武
（
三
十
六
年
卒
）、
竹
内
友
吉
（
三
十
八

年
卒
。
研
究
科
）
等
が
、
ま
た
、
在
校
生
の
朝
倉
文
夫
（
卒
業
期
）
が
出
品
し
た
。

美
術
工
芸
で
は
教
授
海
野
勝
眠
の
「
銀
製
葛
羅
小
禽
彫
刻
大
花
盤
」
、
同
海
野

美
盛
の
「
朧
銀
猟
犬
彫
刻
小
箱
」、
嘱
託
大
島
如
雲
の
「
鋳
銅
滸
鯉
紋
大
謄
瓶
」、

同
香
取
秀
真
の

「鋳
銅
獅
子
香
炉
」
、
同
平
田
宗
幸
の
「
鎚
銀
雄
鶏
置
物
」
、
同

藤
本
万
作
の
「
銀
製
梅
低
切
嵌
菓
子
器
」
等
の
出
品
が
あ
り
、
卒
業
生
で
は
板

谷
波
山

（
嘉
七
。
二
十
七
年
卒
）
、
海
野
眠
乗
（
豊
太
郎
。
三
十
年
卒
）
等
が
出
品
し

た
。
図
案
で

は
前
出
結
城
素
明
が
「
装
飾
図
案
椿
の
花
」
を
出
品
し
た
ほ
か
、

卒
業
生
の
伊
藤
豊
吉
（
三
十
八
年
卒
）
、
橋
口
五
葉
（
清
。
同
）
等
が
、
在
校
生
で
は

古
田
龍
児
（
立
次
。
四
年
生
）
、
加
藤
卓
爾
（
三
年
生
）
、
日
吉
守
（
同
）
、
広
瀬
尋
常

（同）
、
千
熊
宇
乎
（
一
年
生
）
等
が
出
品
し
た
。
以
上
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友

会
月
報
』
第
六
巻
第
一
号
所
載
受
賞
者
録
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
ほ
か
に
も
本

校
関
係
者
の
出
品
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
博
覧
会
で
は
本
校
が
依
嘱
製
作
事
業
の
一
環
と
し
て
製
作
し
た
東
京
全

市
模
型
、
日
本
橋
雛
形
装
飾
彫
刻
人
物
二
躯
、
噴
水
彫
刻
一
式
、
工
芸
館
ニ
ッ

チ
彫
刻
人
物
一
式
等
も
展
示
さ
れ
た
。
ほ
か
に
高
村
光
雲
個
人
の
製
作
品
で
あ

あ

な

は

と

り

く

れ

は

と

り

る

穴

織

・
呉
織
像
、
白
井
雨
山
個
人
の
製
作
品
で
あ
る
記
念
銅
像
標
本
等
も

据
え
つ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
詳
し
い
記
録
が
な
く
、
た
だ
雑
誌
に

次
の
よ
う
な
記
事
を
見
出
す
の
み
で
あ
る
。

▲
模
造
日
本
橋
将
来
架
設
せ
ら
る
べ
き
日
本
橋
の
模
型
に
基
き
縮
少
し
て

建
設
し
た
る
も
の
な
り
、
此
の
場
所
は
竹
の
豪
よ
り
凌
雲
院
側
な
る
美
術
館

及
び
第
三
琥
館
へ
接
績
す
る
通
路
な
れ
ば
會
場
に
入
た
る
も
の
は
必
ず
往
返

二
回
は
通
行
す
べ
く
又
橋
上
を
装
飾
す
ぺ
き
歴
史
的
人
物
の
塑
像
は
美
術
學

校
に
て
現
に
製
作
中
な
り
尚
東
京
市
に
て
は
此
模
型
の
傍
ら
に
投
書
箱
を

掲
げ
置
き
廣
く
公
衆
の
意
見
を
徴
し
て
将
来
の
参
考
に
供
す
る
筈
な
り
。

▲
日
本
橋
の
模
型
今
の
日
本
橋
に
代
つ
て
架
設
せ
ら
る
べ
き
将
来
の
日
本

橋
の
模
型
が
東
京
博
覧
會
場
内
竹
の
豪
よ
り
新
公
園
に
至
る
道
路
に
架
設
せ

ら
れ
目
下
工
事
中
な
る
事
は
既
に
報
せ
し
が
此
模
型
は
宜
物
の
三
分
の
一
に

し
て
長
八
間、

巾
三
間
、
左
右
雨
側
の
中
央
へ
太
田
道
灌
と
徳
川
家
康
と
の

像
を
建
設
す
る
筈
に
て
賞
物
は
躊
銅
な
る
も
模
型
は
乾
漆
製
に
て
其
原
型
は

高
村
光
雲
主
任
と
な
り
白
井
〔
雨
山
〕
黒
岩
〔
淡
哉
〕
二
数
授
専
ら
製
作
に

〔保
〕

従
事
し
服
装
其
他
の
古
宜
は
開
安
之
助
搬
嘗
し
乾
漆
は
唐
杉
梧
竹
製
作
す
る

事
と
決
し
逍
灌
は
原
型
既
に
竣
成
せ
る
を
以
て
去
七
日
唐
杉
氏
方
へ
廻
送
し

家
康
は
目
下
製
作
中
に
て
其
容
貌
取
調
の
為
め
黒
岩
氏
は
同
八
日
埼
玉
地
方

〔村〕

へ
出
張
し
た
る
筈
な
り
之
に
就
き
高
田
主
任
の
談
に
此
像
は
貿
物
の
三
分

の
一
な
れ
ば
高
さ
三
寸
五
尺
位
な
る
べ
く
従
っ
て
見
た
目
は
一
寸
見
す
ぽ
ら

し
く
感
ぜ
ら
る
べ
き
が
観
覧
者
も
此
像
と
同
じ
三
分
の
一
の
大
き
さ
に
な
っ

て
観
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
と
。

▲
大
噴
水
塔
の
落
成

（
同
誌
第
二
三
八
号
。
同
年
二
月
）

第
一
琥
館
後
方
廣
場
に
第
造
の
大
噴
水
塔
は
六
角
形

五
段
の
人
造
石
に
て
上
郡
の
豪
柱
は
圃
形
と
し
其
上
に
東
京
美
術
學
校
の
製

作
に
係
る
女
神
の
石
膏
像
を
置
き
六
角
型
石
段
の
上
部
に
は
大
小
十
二
個
の

（
『
絵
画
叢
誌
』
第
二
三
七
号
C

明
治
四
十
年
一
月
）
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希
服
式
獅
子
像
を
作
り
噴
水
口
は
豪
柱
の
上
端
鰐
形
の
周
園
に
六
ヶ
所
其
他

に
六
十
四
個
所
を
設
け
水
を
傘
形
に
落
下
せ
し
む
る
楷
造
な
る
が
所
々
に
色

電
灯
を
装
置
し
た
れ
ば
夜
間
は
一
層
の
美
観
を
呈
す
べ
し
尚
ほ
噴
水
塔
の

高
さ
は
四
間
、
坪
敷
は
六
十
六
坪
五
合
と
し
て
周
園
の
圃
形
池
に
湛
へ
た
る

ポ
ッ
プ

水
を
川
上
式
卿
筒
を
用
ゐ
循
環
法
に
よ
り
て
噴
水
せ
し
む
る
仕
掛
な
り
。

（
『
書
画
骨
直
雑
誌
』
第
六
号
。
明
治
四
十
年
四
月
）

△
模
型
日
本
橋
々
上
の
家
康
と
道
濯
の
銅
像
据
え
ら
れ
候
。
家
康
は
陣
利
織

姿
武
装
の
者
、
道
灌
は
山
吹
に
見
覺
あ
る
狩
の
装
束
に
候
。
い
づ
れ
も
美
術

學
校
に
て
原
型
よ
り
吹
き
上
げ
し
も
の
4

由
に
候
〔
実
際
は
乾
漆
像
。

ー
l

編

者
註
〕
。
又
石
行
に
て
は
第
二
琥
館
の
浮
彫
、
第
三
琥
館
前
の
綾
織
呉
織
の

立
像
な
ど
あ
り
候
。
い
づ
れ
も
美
術
學
校
作
の
由
〔
後
者
は
光
雲
個
人
の
作

ー
編
者
註
〕
。
會
よ
り
是
等
の
為
感
謝
朕
を
出
す
由
に
候
。
美
術
館
外
車
坂

門
内
に
白
井
雨
山
氏
作
紀
念
銅
像
標
本
出
で
候
。
胸
像
は
狩
野
芳
崖
に
し
て

嚢
に
附
け
る
裸
憫
婦
人
は
其
僻
記
を
ひ
ろ
ぐ
る
に
候
。
面
白
く
見
ら
れ
候
。

（
『
美
術
新
報
』
第
六
巻
第
二
号
。
明
治
四
十
年
五
月
五
日
）

●
會
場
内
の
諸
彫
刻
第
三
琥
館
染
織
物
陳
列
場
入
口
の
左
右
に
陳
列
せ
る

呉
織
漢
織
〔
漢
織
は
穴
織
に
同
じ
。
ー
編
者
註
〕
は
石
脅
立
像
等
身
大
に
し

て
、
原
型
は
高
村
光
雲
氏
の
手
に
成
り
、
美
術
學
校
に
て
製
作
せ
し
も
の
、

叉
模
型
日
本
橋
中
央
左
右
に
あ
る
太
田
道
灌
、
徳
川
家
康
の
二
銅
像
〔
乾
漆

製
ー
編
者
註
〕
は
白
井
雨
山
氏
の
原
型
製
作
に
か
4

り
同
じ
く
美
術
學
校
の

手
に
成
り
、
第
二
琥
館
の
ア
ポ
ロ

、
ヴ
ィ
ナ
ス

、
童
兒
の
石
秤
亦
美
術
學
校

に
て
製
作
せ
し
も
の
な
り
と
。

文
展
開
設

明
治
四
十
年
秋
、
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
（
文
展
）
が
開
催
さ
れ
た
。
こ

の
官
設
展
覧
会
の
開
設
に
つ
い
て
正
木
直
彦
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

話
が
少
々
前
後
す
る
や
う
で
あ
る
が
、
明
治
三
十
三
年
に
濁
逸
に
居
つ
た

〔
オ
ー

ス
ト

リ
ア
〕

時
、
私
は
岡
田
一艮平
、
福
原
錬
二
郎
の
雨
君
と
共
に
、
澳
太
利
を
訪
れ
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
其
の
時
、
澳
太
利
の
公
使
は
牧
野
伸
顕
さ
ん
で
、
伊
太
利
か

ら
轄
じ
ら
れ
た
ば
か
り
の
虞
で
あ
っ
た
。

會
つ
て
話
し
て
見
る
と
、
大
層
美
術
の
こ
と
に
趣
味
を
持
つ
て
を
ら
れ
、

且
つ
歌
洲
各
國
の
美
術
施
設
に
も
精
通
し
て
を
る
こ
と
が
判
っ
た
。

し
か
も

牧
野
さ
ん
は
、
其
の
時
、
吾
々
三
人
が
揃
つ
て
文
部
省
の
役
人
で
あ
っ
た
為

か
、
し
き
り
に
日
本
に
於
て
も
文
部
省
あ
た
り
で
、
美
術
の
奨
動
法
を
講
ず

〔
フ
ラ

ソ
ス
〕

べ
き
で
あ
る
と
力
説
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
就
い
て
は
是
非
、
佛
蘭
西
の
サ
ロ
ン

の
如
き
も
の
を
文
部
省
が
主
催
す
べ
き
で
あ
る
、
と
云
は
れ
た
の
で
あ
っ

こ
。
t
 勿論
、
吾
々
は
こ
れ
に
大
い
に
賛
意
を
表
し
、
共
々
そ
の
宜
現
に
努
む
べ

⑩
 

こ
れ
ら
の
製
作
品
の
う
ち
白
井
雨
山
原
型
の
太
田
道
灌
像
（
乾
漆
）

は
東
京
芸

術
大
学
芸
術
資
料
館
に
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
東
京
都
庁
前
の
太
田
道
灌
銅
像
も

同
一
原
型
を
参
考
に
し
て
作
ら
れ
た
。
な
お
、
改
築
日
本
橋
の
装
飾
は
そ
の
後

変
更
し
て
渡
辺
長
男
原
型
の
獅
子
と
麒
麟
の
銅
像
が
取
り
付
け
ら
れ
た
（
明
治

四
十
四
年
）
。

（同
誌
第
六
巻
第
三
号
。
同
年
同
月
二
十
日
）
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